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1．はじめに
現在，児童の安全を確保するために，GPS 機能

の付いた携帯電話や RFID 等から取得される位置

情報を用いて通学時の児童の行動に関する情報

を提供する「児童行動情報提供サービス」， お

よびその情報を用いた「児童見守り支援システ

ム」が研究・開発されている[1]．

例として，携帯型端末で取得された現在位置

を地図上に児童の現在位置を表示することので

きる機能や，電子タグを使用し児童が登校した

ときや下校したときに保護者にメールで通知す

るシステムが考えられており，各地方自治体に

より事業が行われたり，民間企業によるサービ

スも提供されている[2][3]．このことから，児

童の見守り支援システムは，昨今の社会情勢な

どによりニーズが高まり，その重要性はますま

す高まっていくと考えられる．

しかし，現状の児童見守りシステムは，通学

路のポイントの通過時にオンデマンドで保護者

に知らせるといったシステムとなっており，児

童の位置情報のみを使用するため，児童の現在

地しか知ることができない．そのため，保護者

から児童の見守りに関する情報が少ないとの声

が挙がったり，児童の見守りに関する情報が少

ないため，保護者の児童の安全の対処行動が多

くなり，システム自体の信頼性が低下してしま

うといった問題が発生する．

これに対して，我々は Sotto と呼ばれる地域

情報を用いた児童の目的地の推定機能を導入し

た児童見守りシステムを研究・開発している

[4][5][6]．Sotto は，児童の位置情報だけでな

く，児童が好む施設やイベントなどの様々な情

報を用いることにより，児童の目的地を推定す

ることが可能となる．具体例として，児童が下

校途中に新刊の発売があったため書店に立ち寄

った場合，従来の見守りシステムでは書店にい

るということしかわからないが，Sotto を用い

ることにより新刊の発売があったため書店に立

ち寄ったことが推定できるため，保護者の安心

感が向上できる．

だが，現在の Sottoはシュミレーションの際，

児童の行動パターンをランダムに決めているた

め，周期性を考慮しておらず推定精度の低下を

招いている．また，推定対象を絞りこむ範囲が

単調なため，目的地の推定が実用的ではない．

本研究では，児童の行動履歴や地域情報などの

様々な情報をシステムに組み込み児童の目的地

推定を行う手法に児童の周期的なデータを使用

することで，より目的地推定の精度を高度化す

る手法を提案する．

2．地域情報を利用した目的地推定手法の

提案
本研究では，子供の目的地推定の高度化を実

現することを目的とする．そのために，子供の

移動履歴，周辺の施設やイベントの情報，およ

び子供の行動に影響を及ぼす嗜好などの付加的

情報を用いた目的地推定手法を提案する．提案

手法では行動履歴以外の情報も使用するため，

過去に訪問したことのない施設も推定が可能と

なり，協調フィルタリングのような膨大なユー

ザデータを必要としない．

2.1システム構成

まず，本研究で提案する手法のシステムの構

成について説明する．

提案手法は，図 1 に示すように「移動履歴に

よる目的地推定」，「施設訪問履歴による目的

地推定」，「イベント参加履歴による目的地推

定」の３つの目的地推定手法が並列で動作する

構造になっており，通学路が工事中などの状況

に応じて，それぞれの手法の重みを変化させ

る．提案手法では，地域情報や子供の行動履歴

を利用して「子供の好みの施設」や「子供の好

みのイベント」を抽出し，それらを３つの推定

手法で利用して様々な視点から推定を行い，そ

して，３つの推定手法間で推定結果を交換し合

うことで，目的地推定の高度化を実現する．
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具体的には，子供の行動履歴と Web ・地図デ

ータから，移動履歴，施設訪問履歴，イベント

参加履歴を抽出する．その後，各履歴を曜日ご

とに分類し，移動履歴は交差点や道路，施設等

の主用ポイントをノードとしたツリーで表現し，

施設訪問履歴とイベント参加訪問履歴は，施設

訪問回数，イベント参加回数を付加したリスト

形式で表現する．目的地推定をする際には，推

定する日の曜日に対応した（ツリー・リスト）

に対して，条件付確率等を用いて走査を行い，

目的地を推定する．走査の際には，子供の現在

位置から，通り過ぎた場所にある施設やイベン

トに対しては，条件を厳しくするなどの方向の

考え方も取り入れて推定精度の向上を目指す．

2.2提案手法の要素

図 1 に示した３つの提案手法において行う処

理は，「事前処理」と「行動中の処理」の 2 種

類に分類することができる．「事前処理」とは，

子供が行動をしていないときに行う処理であ

る．事前処理では，子供の行動履歴を用いて，

子供の行動の特徴を抽出する．具体的には，行

動履歴から子供の行動を表すツリーを作成する

ことや，「子供の好みの施設に関する知識」と

「子供の好みのイベントに関する知識」を抽出

することである．「行動中の処理」とは，子供

が実際に移動を行っているときに行う処理であ

る．事前処理で生成した子供の行動の特徴を表

す情報や知識と，子供の現在位置や地域情報，

更に他の手法で推定した目的地を利用して，目

的地を推定する．

図 1: 提案手法の構造

3．試作と実験
提案手法を実装し，評価を行った．子供の行

動履歴や行動パターン，イベント情報等を生成

し，シュミレーションを行った．結果を図 2 に

示す．図 2 は，それぞれの提案手法での精度を

グラフにしたものである．結果から，既存の手

法に比べて３つの目的地推定手法した場合の方

が精度が高いことがわかる．さらに，曜日と方

向を用いて走査した場合，より精度が向上する

ことが分かった．

図 2:３つの目的地推定手法の実験結果

4．まとめ
本研究では，子供の行動履歴や地域情報など

の様々な情報をシステムに組み込むことで，よ

り精度の高い子供の目的地予測を行う手法を提

案した．評価から，提案した３つの目的地推定

手法に加え，曜日や方向の概念を追加すること

により，子供の目的地推定の精度が向上するこ

とが明らかとなった．

今後の課題として，新たな手法の検討や，推

定された目的地を表示するためのインタフェー

スの作成などを行っていく．
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